
今日, 沿岸の小さな船でもたいていの船は����アンテナ

又は携帯式簡易���計測装置を持っている｡ それらの船で

は船速や位置をとても簡単に得ることができる｡ しかしこれ

は, 瞬間の表示は可能であるが必要な位置データ, 船速デー

タの記録と再現は一般にはできない｡

ところで, 現在筆者らは別報１)で報告したように熟練者の

櫓漕ぎ技量を明らかにしつつある｡ この目的には船位及び船

速データの収録と再現が不可欠である｡ 船速を測定したい場

合, 従来, 設定された距離間を移動するのに必要とする所要

時間から船速を得る方法で求めてきた｡２) しかしこの場合は

瞬間の速度ではなく, 単に平均速度を得ることができるだけ

である｡ 一方, 携帯型の簡易表示式���装置では瞬間の表

示をメモすることで記録は可能である｡ しかし, 両者はいず

れも自動記録・再現は自動的にはできない｡ そこで, パソコ

ンを利用した����の自動簡易収録システムを開発し, 実際

の海上試験においてその有用性を検討したので報告する｡
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今回開発した����のパソコンへの収録システムの概要は

以下に示す通りである｡

���	
����今日小型動力船では�����又は���	�

の発電機を備えている｡ そこで電源としては簡易バッテリ

�����又は�	�を使用した｡ これらのハード的要素を
��１

に示した｡ 図に示すようにこの計測システムは, ����アン

テナ, 電源およびノートパソコンからなる｡ このシステムで

は, ����計測装置を動かすための電源として�����バッ

テリを用い, データの収録には充電可能なノートパソコンを
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使用した｡

��������	
通常, ����アンテナの取得データは

時刻, 緯度・経度などの位置, 衛星の番号, ���などのア

ルマナックデータも含んでいる｡ これら全てのデータを一様

に得るためであれば����	�
ケーブルを介し, ハイパーター

ミナルと呼ばれるシリアルデータ転送ポートを用いてデータ

を収録することもできる｡ しかし本研究において, そのよう

な多くのデータの中から必要データとして, 時刻, 船の位置,

船速および針路のみを収録することとし, そのプログラムを

開発した｡

そこでパソコンに収録するデータの形式について検討した｡

まず使用する����の出力についてデータフォーマットを知

る必要から����	�
ケーブルを介してハイパーターミナルに

よって得られる全てのデータの収録を行った｡

今回は��
製の����アンテナを用いており, その����

アンテナからのデータフォーマットを検討した｡

��
製の����アンテナからのデータは, ����������

���������������������������� (����) ���	＊１ に基づ

いており, そのデータフォーマットは�����１に示すもので

ある｡

このデータフォーマットは����マニュアル＊２～＊３ によれ

ば, ①���
�, ②���
�, ③���
�, ④����
, ⑤��

�  , ⑥��!��, ⑦�����となっており, このうち����

���	に相当するデータは, ④����
, ����""��#�#

����"$" �%���&���������, ���航法装置からの時刻,

位置, 針路および船速データ, ⑤���  , ���'��%��

���'��"� ����$#�( ��'��$#�, ベッセル位置での緯度・経

度および時刻データ, ⑥��!��, 
�$����)�����$�#��#

���$�#�%��#, 対地での針路, 速力および⑦�����,

���*�+ ����, 時刻および位置の���受信機との相対位

置であり, この順に示している｡

��
製の����データのフォーマットを知ることができた

後, プログラムを作成した｡ このうち①～③番目までのデー

タセンテンスは受信機の動作モードを設定するためのもので

ここでは必要としない｡ そこで, ④番目の“����
”から

年月日 を, ⑥番目の“��!��”から船速と針路データを,

⑦番目の“�����”からは時刻と位置 (緯度および経度)

を得ることとした｡

これらのデータ収録には*�'.２に示すようなフローチャー

トに沿って進めた｡ すなわち, まず１番目に����	�
インター

フェースケーブルを用いて!��$��,����を使用し,

-��#�.�上で起動および収録の動作を行えるような形とし

た｡ ２番目に, どのようなファイル名としても記録可能で,

さらに１秒, ５秒および��秒のサンプリング間隔の中から選

ぶことができるようにした｡ ここで, サンプリング間隔は実

際の櫓漕ぎ又は曳航試験を想定し, その試験の所要時間から

決定した｡ 同試験の１回の所要時間は４～５分であり, サン

プリング間隔をさほど長くとる必要はない｡ ３番目には, 計

測中, 必要に応じいつでも好きなときにコメントを書けるよ

うにした｡“コメント”ボタンを押すと, 時刻, 位置, 船速

および針路がコメントと一緒に書かれる｡ また, これはプロ

グラムを止めることなしに必要な時に必要なコメントを書く

ことができるという点で便利な機能である｡ 以上の他, デー

タは, カンマ区切り形式の“
�!”ファイルとして保存さ

れることである｡“
�!”ファイルとして保存するのは以下

のことによる｡
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すなわち�������ケーブルを介しハイパーターミナルによっ

て収録したデータは, 各要素ごと列ごとに順番になっている

のではなく７つのデータセンテンスがひとまとまりに収録さ

れている｡ したがって, 位置や船速のデータを得るため, そ

れらの並べ替えに多くの時間と手間を必要とする｡

以上の理由からデータを“���”形式として保存するの

がよいと判断した｡ この結果,“�	
��”などの表計算ソフト

にも簡単にデータを取り込むことが可能となった｡

������������	
�����

現場海域において実際に無動力の小型舟艇に上記のシステ

ムを積み込んで動作を確かめてみた｡ サンプリング時間選択

及びデータ収録中の画面を���３及び���４にそれぞれ示し

た｡ また, 収録されたデータを“�	
��”シートに取り込ん

だ例を�����２に示した｡ このように当初想定したデータ収

録を確認することが出来た｡ この動作確認試験より, 簡便に
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位置 (航跡) と船速データを得ることができることになった｡

������������	
����

従前にも述べた抵抗試験計測法２)では船速を得るために,

距離の判かっている陸上の物標が用いられ, それに要する時

間が計測された｡ しかしこの方法では平均速度を求められる

のみで瞬間的な速度は求められなかった｡ また, 漕ぎの力や

船の速度は瞬間的に変化しているため, 設定区間の平均速度

は計測できるものの全体を通しての速度変化のタイムヒスト

リーは得られなかった｡

そこで, 船速測定に関して, 開発した����データ収録シ

ステムを人力推進船である端艇の抵抗試験に適用し, その有

用性を検証した｡

�����������

上述したように, ����のデータ収録では, 従前に示した

時刻, 位置 (緯度と経度), 船速および針路の要素について

時間単位１秒毎に収録した｡

また, 端艇の抵抗値測定には今回市販の�����	ロードセ

ル (
������：共和製) を使用した｡ このロードセルのデー

タ記録は, アナログアンプを介し���変換して収録した｡

また, 本試験ではリアルタイムインターフェイスカード

(������：�����製) と一体化した���変換器 (������：

�����製) を用いてサンプリング周波数����にて収録した｡

この収録フローを����５に示す｡

このとき, 抵抗値と����による船速データは開始時刻を

合わせて同時収録することが重要であり, 収録開始ボタンを

同時に押すことによりノートパソコンに収録した｡ 試験は端

艇で予想される最大船速６ノット３)～４) まで３ノットから約

１ノットずつ増速させ�段階の設定速度で実施した｡ ここで

����の取得データは対地速度を示すが, 抵抗試験は風・潮

流などの影響を排除するため１つの設定段階ごとに往復して

行い, 観測時それぞれの取得データを平均した平均速度を

用いた｡ 曳航による抵抗試験は直径��  , 約!� のクレモ

ナロープを用い, 曳航船側の端に�����	のロードセルを装

備して, その設定速度近傍にて往復して実施し, 曳航速度

の安定化を確認後, それぞれ約��秒間, 約��個の����船速

データと約���個の抵抗 (張力) 値データを収録した｡ デー

タ取得後, 片道とともにその往復の平均速度に対する平均

抵抗値を算定し, 各船速段階ごとの値として図上にプロッ

トした｡

試験は���"年��月９日に長崎近郊の大村湾 (時津) の港内

付近で行った｡ 当日の天候は快晴, 風はなく�#$ に近い穏

やかな海況であった｡

試験では水産学部所有の３隻の９ 端艇 (３, ４号および

５号) で実施した｡ その抵抗試験の機器配置を����６に示す｡

また, 本試験における供試船は, 艇内の搭載物をゼロとし,

舵取り１名のみの軽荷重の状態とした｡

������������ !

����７に実際に得られた航跡の一例を示す｡ これは５号艇

における���ノットの設定速度の試験結果である｡ 図に示す

ように����からのデータが１秒ごと規則的に収録されてい

る｡ また, ９ 端艇３隻の抵抗試験結果を����８に示す｡ 図

に示すように船速３～６ノットの範囲では５, ３, ４号艇の

順に抵抗が大きいことが示された｡ また, 抵抗の小さい５号

艇 (�) に重量�����を搭載して実施した (�%) 結果, 船速

の６ノット付近では４, ３号の (&), (�) の抵抗値の近似

曲線に近づくことが示された｡ 本９ 艇を用いた競技では艇

員��名とオール��本 (予備２本を含めば��本) が搭載される

ことになり, これを�人当たり�!��, オール�本当たり����

とすると重量は��!���加算されることになる｡ 本試験結果

から稼動時を想定した抵抗値の増加について, 換算するなど

の考慮はしていない｡
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��� �

本報では, ����アンテナ, �����バッテリおよびノー

トパソコンからなる簡易����データ収録システムとして

	
����上で動作するプログラムを開発した｡ このプログ

ラムを使うことで簡便に時刻, 位置, 船速および針路データ

を“���”データフォーマットとして記録し再現させるこ

とができた｡ これを用いて端艇の抵抗値計測試験に応用した

結果, 選定した時間間隔毎に����データのほか端艇の抵抗

値など必要情報も同時収録させてその後の諸解析に適用させ

ることができ, このシステムの有用性を検証できたと考える｡

さらに本システムは持ち運び可能な簡易器材によって構成し

たことで, 今後����位置データ収録に関して, 設備のない

あらゆる海上移動体の位置情報収録に威力を発揮するものと

考えられる｡

� �

今回, 曳航試験を行うにあたり曳船の船長としてご協力頂

いた, 大村湾南部漁協所属, 原口政広氏に御礼申し上げます｡
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